
（別紙４）

児童発達支援　８(エイト)
公表日 　　　　2025年　5月　10日

利用児童数 3人 回収数 3人

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

3

それぞれの活動に合う部屋が複数あり、

とてもいいと思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

3

送ってくださる写真にスタッフさんがた

くさんいられる様子が見られ、適切であ

ると思います。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 3

どの部屋で何をするか、部屋の広さや部

屋の配置等がわかりやすいと思います。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
3

とてもきれいな部屋で、うちの子がのび

のびと走り回れるくらいの、とても良い

環境になっていると思います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
3

3歳の子どもでも行えるように工夫して

活動を計画して下さっていると思いま

す。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
3

支援プログラムは支援内容に合っている

と思います。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 3

アセスメントをしっかり行っていただ

き、うちの子に合った計画を作成して下

さったと思います。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。
3

具体的な到達目標を設定していただき、

その目標を達成する為の支援内容がしっ

かりと設定されていると思います。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

3

子どものペースに合わせて、設定された支援

を行っていらっしゃると思います。写真等を

いつも送っていただきありがたいです。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
3

毎日異なるプログラムを用意していただき、

子どもが楽しみながら学べるように工夫して

いらっしゃると思います。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
2 1

1月からお世話になっている為、そうい

う機会が少ない為、わかりません。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
3

丁寧に説明していただき、今現在もわか

らないことを質問すると遅い時間にもか

かわらず教えてくださいます。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

3

個別支援計画を見ながらしっかりと説明

していただきました。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 3

送迎の際に情報を提供していただいた

り、見学の際に活動に参加させていただ

いたり、行われていると思います。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
3

連絡帳でのやりとり、送迎の際に様子を教え

ていただいたり、ラインで情報を取り合った

り等でできていると思います。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

2 1

まだ通い始めて日が浅いので、面談等の

機会は少ないですが、いつもお世話にな

り助かっています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

3

送迎の際に話を聞いていただき、一緒に喜ん

でくださったり、憂いてくださったり等とて

も話しやすくありがたいです。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
1 2

まだ日が浅いのでわかりません。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
2 1

わからないことや相談したいことを、電

話やライン等で伝えると、すぐに対応し

てくださいます。

保
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始業前、終業後の清掃、消毒はコロナ禍の時

と変わらず時間をかけて徹底して行っていま

す。こまめな換気にも心掛けています。

毎日の活動のなかで、一人一人の特性

合った濃淡のある取り組みを行っていま

す。

支援プログラムをコアに掲げて、事業所

の特徴を支援内容に反映させて提供して

います。

定期的なモニタリングの他に、他機関との情

報の共有、スタッフとのカンファレンスを重

ねて計画を作成しています。
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の
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供

子どもや保護者からの相談には、児発官

が直接、あるいはスタッフを通じて迅速

かつ適切に対応しています。必要があれ

ば記録にも残しています。

5領域はもとより、それぞれの項目に準

じて適切に支援内容を設定しています。

スタッフミーティングで情報の共有と支

援内容の確認を行いながら、日々の支援

が行われています。

「センサリープレイ」や「スヌーズレ

ン」など、新しい活動プログラムを取り

入れています。

今後、そのような機会を設けてゆこうと

考えています。

見学時・契約時に丁寧に説明していま

す。

支援内容の説明後に、ゆっくりと内容を

理解して了承していただいてから、計画

書に署名していただいています。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

メインルーム・学習部屋など3部屋で支

援の対応をしています。

児童指導員、指導員を合わせると、毎日

配置基準よりも多い人員を配置していま

す。

プレイルームが２階にあるため、階段の

上り下りは、必ずスタッフが1人以上同

行するようにしています。

家族支援プログラムに基づき、保護者に適切

な対応や知識、情報を提供していますが、研

修会についてはこれからとなります。

連絡帳、送迎時での口頭以外にも、その

日の活動の様子などを画像・動画でも配

信しています。

定期懇談以外にも、年度はじめや発達検

査、受診などがあればヒヤリングを行

い、助言などにも努めています。

保護者とのコミュニケーションを大切に

しながら、丁寧に時にはフランクに支援

の様子を伝えています。

今後、そのような機会を設けてゆこうと

考えています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
3

子どもがわかりやすいように、絵や写真等で

視覚を利用するなどの配慮、保護者に対して

写真や動画を送って下さる等、しっかり行わ

れていると思います。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 2 1

毎回活動後に、一日の子どもの様子を写

真等を送って下さり「こういった活動を

します」との連絡を下さいます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

3

しっかりと管理して下さっているように

思います。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 3

毎月の始めに避難訓練を行っていただ

き、うちの子も参加させていただいてい

ます。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
3

毎月の始めに避難訓練を行っていただ

き、うちの子も参加させていただいてい

ます。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
3

階段から落ちないようにガードが用意されて

いたり、地震が起きても上から物が落下しな

いように安全が確保されていると思います。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
3

子どもが机に頬をぶつけた際に、すぐに

連絡をくれました。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

3

いつも笑顔で喜びながら通所していま

す。送迎の車に乗りたくてダッシュで向

かいます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

3

「今日はエイトさんだよ」と言うと、

「くるま！」と嬉しそうな顔で喜んでい

ます。

29 事業所の支援に満足していますか。

3

たのしい企画、子どもに対して丁寧に関わっ

て下さること、活動後に沢山の写真等を送っ

て下さること本当に感謝しています。ありが

とうございます。

非

常

時

等

の

対

応
「緊急時対応マニュアル」を作成して、

スタッフによる役割分担、速やかな連絡

などの体制を整えています。
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事故や怪我などには細心の注意をはら

い、清潔で安全な事業所づくりを行って

ゆきます。

新しいアクティビティを取り入れなが

ら、集団としての楽しみ方も提供してゆ

きます。

子どもたちはもとより、保護者支援にも

児発官、スタッフ共に一丸となり取り組

んでゆきます。

子どもたちとは、ケースにより写真カードな

どビジュアルで意思の疎通を行い、保護者と

は連絡帳やメールにて情報の伝達のための配

慮をしています。
ホームページやインスタグラム、ラインなど

により情報の発信。自己評価の結果はホーム

ページ、すてっぷサポートに公表していま

す。
施錠ができる安全な場所に、厳重に管

理、保管されています。

各マニュアルは作成され、契約時などに

丁寧に説明しています。定期的に訓練も

実施しています。

一月に一度、地震、火事、洪水などを想定し

た訓練を行っています。一年に一度、不審者

対応訓練も行っています。

「安全計画」を作成して、それに基づい

て点検などを行い、安心して安全に支援

が行われるようにしています。



（別紙５）

児童発達支援　８(エイト)
公表日 　　　　　2025年　5月　10日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

12

メインのプレイルームの他に、学習や活動に

使用する部屋が2部屋あります。

スペースは広くとってあるが、運動に特化し

た部屋があると、更に支援の幅が広がるので

はないか。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
12

児童指導員、指導員を合わせると、毎日配置

基準よりも多い人員を配置しています。

スタッフの配置にはいつも余裕を持って、安

心できる支援をしてゆきたい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 11 1

・プレイルームが２階にあるため、階段の上り下りは、

必ずスタッフが1人以上同行するようにしています。

・階段があるが安全に昇降できるように支援している。

施設内に階段があるため、重身の利用者の受

け入れができる体制がとれない。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
12

・始業前、終業後の清掃、消毒はコロナ禍の時と変わら

ず時間をかけて徹底して行っています。こまめな換気に

も心掛けています。

・とても清潔でアピールできるレベルだと思います。

感染症対策には際限がなく、多くの時間を有

する。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
12

学習への取り組みや、不安定時にクールダウ

ンするための別室を設けてあり、必要に応じ

て移動できる環境です。

体調が優れない子どもが、帰宅の手配までに一時

的に隔離して別室で過ごす場合に、同室して支援

につくスタッフにも感染するおそれがある。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
12

年間、月間の他に、毎日のミーティングのな

かで、スタッフが周知し参画しています。

目標に向かう際に、家庭や保育園などとの連

携が必要になる場合があるが、情報の共有が

難しいケースもある。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
12

評価表の他にも、日々の連絡のやり取りのな

かで、保護者の思いをくみ取り業務の改善に

つなげています。

保護者からの意向が、物理的に困難な場合も

ある。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
12

管理者と職員は定期的に面談を行っており、

職場環境の改善につなげています。

職員の数だけ意見や思いがあり、それをまと

めてゆくエネルギーも必要になる。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
10 1

外部の有識者、法人のブレインの方々に法人

としての業務のあり方について意見をいただ

いている。

第三者の幅を広げてゆくことも必要になって

ゆく。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
12

社外、社内ともに研修を受講することを推奨

しています。

研修にかかる時間を捻出することが第一歩に

なる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

12

支援プログラムを作成して、ホームページ

と、すてっぷサポートにて公表しています。

公表してある支援プログラムが、どのくらい

周知してもらえているのか？

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。 12

定期的なモニタリングの他に、他機関との情

報の共有、スタッフとのカンファレンスを重

ねて計画を作成しています。

子どもや保護者からのニーズを引き出す作業

が淡白にならないようにしてゆく。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。  12

支援計画を作成時のカンファレンスだけでは

なく、日々のミーティングのなかで共通理解

を深めていっています。

利用はじめの支援計画書に関しては、保護者

からのヒヤリングがほとんどを占める。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
12

支援計画の（原案）をスタッフ全員が回覧し

た後に、カンファレンスを行い支援計画の本

案を作成しています。

支援計画を作成するための、懇談の日時を設

定することに時間とエネルギーを要する。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 12

5領域に沿ったかたちで確認し、成長の過程に

おいてこまめに見直しています。

適応行動の状況の幅が広く、把握が困難な

ケースもある。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。 11

5領域はもとより、それぞれの項目に準じて適

切に支援内容を設定しています。

5領域をあまりにも意識し過ぎると、画一的な

支援計画になってしまうのではないか？

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

10 1

基本はひとりのスタッフが立案していますが、活

動内容に応じて他のスタッフが立案し、素材の作

成はスタッフ全員で行っています。

音楽レクリエーションを担当する、優れた人

材の確保が難しい。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

11

・「センサリープレイ」や「スヌーズレン」など、新し

い活動プログラムを取り入れています。

・子どもたちのことを考えながら、色々な活動をしてい

た。

新しい活動プログラムではなく、「毎回、同

じプログラム」を要望する保護者の声もあ

る。
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19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
11

活動のバリエーションのなかで、個別と集団

(チーム)の組み合わせで計画を作成して支援

を行っています。

個別では力を発揮できるが、集団活動が極端

に苦手な子どもたちが多いと感じる。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 11

スタッフミーティングで情報の共有と支援内

容の確認を行いながら、日々の支援をチーム

として行っています。

スタッフミーティングの時間を長くとってゆ

きたいが、時間に限りがある。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
10 1

その日の振り返りは、常勤職員を中心に行

い、翌日に非常勤職員を交えてスタッフミー

ティングを行っています。

スタッフミーティングの時間を長くとってゆ

きたいが、時間に限りがある。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
11

活動の記録は紙ベースと画像で保存すること

で共有して、短期、長期の支援に役立ててい

ます。

過去の活動の記録と比較検証しているが、紙

ベースのものが増えてしまうので、データ化

することが必要になる。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
11

定期懇談以外にも、年度はじめや発達検査、受診

などがあればヒヤリングを行い、必要があれば計

画の見直しを行っています。

支援計画を作成するための、懇談の日時を設

定することに時間とエネルギーを要する。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
11

児童発達支援管理責任者が参画しています。 担当者会議の必要性が高まっているが、他機

関（学校）などとの時間調整が困難である。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
10 1

区の基幹センター、学校、相談支援事業所な

どと連携して、その利用者にとって最善の支

援を行う体制を整えています。

医療ケア児がいないことから、医療機関との

連携を図ったことがない。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。
11

情報の共有が困難な機関もあることは否めな

いが、保護者を通じて情報の提供をしていた

だいています。

機関によっては「個人情報」を盾に、情報の

共有が困難な場合がある。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
11

交流がある学校などには、事前に情報の提供

を行うことがあるが、その他に関しては登校

し始めてから行っています。

年度が始まり、担任教師が決定するまでは訪

問を控えている。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
7 5

現在は行っていないが、今後そのような機会

があれば企画してゆきたいです。

時間と労力が必要になると考えている。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
12

連絡帳、送迎時での口頭以外にも、その日の

活動の様子などを画像・動画でも配信してい

ます。

学校、家庭、事業所では異なる顔を持っている子

どもたちが多くいることを、保護者の方々に理解

していただきたいと願っている。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 9 3

家族支援プログラムに基づき、保護者に適切な対

応や知識、情報を提供していますが、研修会につ

いてはこれからとなります。

母親だけが窓口になる場合が多く、父親、祖

父母も含めたペアレントトレーニングが開催

できることが望ましいと考えている。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
12

見学時、契約時に丁寧に説明しています。 集金が困難なケースもある。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。 12

子どもや保護者の思いを優先して支援計画を

作成しています。

未就学児のため、保護者の思いが強く表れる

ケースが多い。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
12

支援内容の説明後に、ゆっくりと内容を理解

して了承していただいてから、計画書に署名

していただいています。

署名用の計画書を紛失してしまう保護者の方

もいる。再発行して署名をいただいている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
12

定期懇談以外にも、年度はじめや発達検査、

受診などがあればヒヤリングを行い、助言な

どにも努めています。

保護者には子どもたちは、それぞれ家庭、学

校、事業所の顔を持っていることを説明して

理解をいただけるようにしている。

31

8 1

センターと事業所の関係に、上下があるとは

考えていない。

28

区の自立支援協議会の部会などで連携を図っ

てゆくケースはあるが、これまでに助言を受

ける事案はありませんでした。
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39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。 4 8

今後、そのような機会を設けてゆこうと考え

ています。

なるべく多くの方に参加してほしいが、その

日程の調整が難しい。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 12

子どもや保護者からの相談には、児発官が直接、

あるいはスタッフを通じて迅速かつ適切に対応し

ています。必要があれば記録にも残しています。

相談の件数が多く、記録してゆく作業に時間

を要する。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。 12

ホームページやインスタグラム、ラインなどによ

り情報の発信。自己評価の結果はホームページ、

すてっぷサポートに公表しています。

毎日の活動の様子を、画像や動画で配信して

いるため、その編集作業に時間を要する。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

12

施錠ができる安全な場所に、厳重に管理、保

管されています。

他機関との連携の中で、個人情報を盾に情報

をもらえないケースがある。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
12

子どもたちとは、ケースにより写真カードなどビ

ジュアルで意思の疎通を行い、保護者とは連絡帳

やメールにて情報の伝達のための配慮をしていま

す。

約束事がある際には、1週間前、3日前、前

日、当日とメールでカウントダウンするケー

スもある。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
5 6

現在は行っていないが、今後そのような機会

があれば企画してゆきたいです。

コロナ禍のなかで、そのような企画は難しい

時期が長く続いていた。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 12

各マニュアルは作成され、契約時などに丁寧

に説明しています。定期的に訓練も実施して

います。

訓練がマンネリ化しないように、緊張感を維

持しながら毎月取り組んでいる。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
12

一月に一度、地震、火事、洪水などを想定した訓

練を行っています。一年に一度、不審者対応訓練

も行っています。

初期の頃のコロナ禍の業務の継続の手続きが

煩雑であった。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
12

契約時にモニタリングのなかで、丁寧に聞き

取りを行い、スタッフ全体に周知するように

しています。

事前にモニタリングで把握していた事案が、

保護者からの連絡がなく変更になっている

ケースもある。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
12

現在は利用者の中には該当する例はないが、

エピペンなどの使用訓練は行ってきました。

アレルギーよりも、偏食の利用者への対応が

食の問題としては大半を占める。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
12

「安全計画」を作成して、それに基づいて点

検などを行い、安心して安全に支援が行われ

るようにしています。

安全管理からはみ出してしまう事例が多く、

安全計画の枠組みがどんどん大きくなってゆ

く。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
12

見学時、契約時に「安全計画」を示して丁寧

に説明しています。

来所時に発見した子どもの怪我に関して、いつ、

どこで負ったものなのかをヒヤリングして確定さ

せる作業は困難なケースもある。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
11

事業所内で共有して、スタッフミーティング

にて再発防止の対策を講じています。

ヒヤリハット報告書を書く時間を確保して、

それを習慣化してゆかなくてはならない。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
11

全体会議のなかで社内研修を行い、社外の研

修にも積極的に参加しています。

定期的にアンガーマネジメント研修の機会を

設けてゆかないといけない。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。 11

見学時、契約時に丁寧に説明しています。 身体拘束か否か、子どもによっても、場面に

おいてもライン引きが難しいこともある。
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